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2017年 11月吉日 

会員各位  

NTAA講演Ⅰ部  

 

世界情勢・金融市場の分析・投資戦略の考え方 

～ フ ァ ン ド マ ネ ー ジ ャ ー の 視 点 ～  

 

 

平素よりお世話になっております。  

2017年 11月 22日（水）、マスコミ等でお馴染みのエモリキャピタルマネジメントの

江守哲氏を講師としてお迎えし、世界経済・金融市場を分析する際のポイントや投資戦

略の立案に至るプロセスおける、ヘッジファンドマネージャーたちの思考経路・投資判断

に対する考え方をお話しいただけます。そのうえで、主要市場の分析や市場動向を解説し

ていただきます。 

講師への質問や名刺交換をされたい方、参加者同士のネットワーク作りなどのよい機会

になることと思います。個人投資家や機関投資家をはじめ、営業関係に携わる金融マンの

方など、多数のご参加をお待ちしております。なお、資料準備等のため、参加ご希望の方

は事前に当協会事務局までお申し込みいただきますようお願い申し上げます。 

会員の方でご参加頂く場合は、「会員証」を会場へご持参ください。  

第 1次通信教育講座【夏期】受講生は「セミナー参加無料」ハガキをご持参ください。  

 

 

記 

 

日 時：  2017年11月22日 水曜日 18：30 ～ 20：00  

 

講 師： 江守 哲氏 

エモリキャピタルマネジメント株式会社 代表取締役 

 

会 場： 東京都中央区日本橋兜町3-3 兜町平和ビル4階 

（東京証券取引所の西隣、NTAA事務局のビル） 

 

会 費： 会員及び通信受講生は無料、非会員は3000円 
 

http://www.ntaa.or.jp/


 

   

 

 

The Nippon Technical Analysts Association 
3-3 Kabuto-cho, Nihonbashi, Chuo-ku, Tokyo, Japan 103-0026 

Phone 03-5847-2231  Fax 03-5847-2232  E-mail office@ntaa.or.jp 

講師プロフィール 

1990年慶應義塾大学商学部卒業後、住友商事に入社し、非鉄金属取引に従

事。英国住友商事（現欧州住友商事）に出向し、ロンドンに駐在。その後、

当時の世界最大の非鉄金属トレーダーである Metallgesellschaft Ltd.（ロ

ンドン本社、現 JP モルガン）に移籍し、唯一の日本人として非鉄金属取引

を極める。2000 年に三井物産フューチャーズに移籍。「日本で最初のコモデ

ィティ・ストラテジスト」としてコモディティ市場の分析および投資戦略の

立案を行う。2007年 7 月にアストマックス入社し、チーフファンドマネージ

ャーに就任。2015年 4 月にエモリキャピタルマネジメントを設立。ヘッジフ

ァンド運用を行う一方、株式・為替・債券・コモディティ市場の情報提供や

講演、テレビ出演を行っている。住友商事時代には、元上司が起こした銅事

件に遭遇。ロンドンにおいて事後処理の現場を仕切り、「2600 億円の損失を

確定させた男」としても知られる。2004年以降の原油高を的中させたことで

世界的に知られるようになり、2008年には原油価格の高騰およびその後の暴

落を予測。リーマン・ショックの中、運用していたコモディティファンドで

高収益を上げることに成功した。最近では 2016年初からの「円高・株安」、

17年の米国株の上昇をもっとも的確に予測したと評価されている。 

著作に「ロンドン金属取引所（LME）入門」（1999 年 総合法令出版）、「勝

つ投資」（2005年 ビジネス社）、「1ドル 65円、日経平均 9000円時代の到来」

（2016年 ビジネス社）、共著に「コモディティ市場と投資戦略」（2014年 勁

草書房）などがある。 

     

 


